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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　The aim of this proposal is to harmoniously coexist with nature through urbanized reservoir. Reservoir 
was bult as an irrigation facility. But now, it lost the function. They were converted from rural organization 
to  city organization. Then, they split up with both extant and extinct. This proposal is to insert architecture 
to both of them. This proposal is hoping for that reservoir will be a place of new activity.
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　日本は都市の中に自然が残される奇妙な国である。
近代の急激な人口増加と共に都市開発が進められた
が、対象となったのがそれまで都市とされていた領域
の周辺部に広がる農村地域であった。一見すると自然
は潰され、均質な住区が広がっていったように捉えら
れるが、その下敷きになっている農村がつくりだした
組織が現代まで痕跡を残しつつ、局所的に自然が絡み
合いながら有機的な空間構成を都市・建築に与えてい
る。本稿は農村組織の中でも農業の灌漑設備として築
造された溜池を取り上げ、かつて全国的に見ても溜池
を数多く保有した名古屋東部丘陵を対象地域とする。
溜池のつくりだした空間構成をその場の基層構造とし
て認識しながら、それらの都市化のメカニズムと要因
を明らかにし、現存、消滅した溜池の両者を残された
自然への重要な接続点と捉えながら、都市化によって
失われた自然との共生を図れるような、豊かな都市生
活の核となる建築を提案する。
　近代の日本は急激な都市化によって江戸時代、明
治、大正、昭和初期まで農村地域として位置づけられ
てきた場所が一瞬にして都市化するような動きが各地
で見られた。しかし、全てが塗り替えられたわけでは
なかったことに着目しなければいけない。都市は拡大
を続けたが、それまでにあった農村組織を取り込み、
都市組織へ変換させていった。場所の基層構造と強く
結ばれた農村組織をどのように都市の形へ変容させて
１．名古屋東部丘陵の溜池空間
1-1　農村から都市へ
fig.1 都 市 化 す る 農 村 地 域
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いったのかという視点に、歴史的な連続性を発見する
可能性がある。
　本稿では、農村組織の中でも主に農業の灌漑用とし
て農村部に設けられた溜池を取り上げる。集落の環境
空間の中に大小多数が管理され、田畑と共に考えるべ
き設備であると同時に、百姓の生活を支える水資源で
ある溜池は「命の源」とまで崇められつつ、子供の遊
び場や、龍が出るなどの伝承が生まれる存在でもあっ
た。江戸時代になると平和な安定した暮らしを支える
ため、大衆の食料の確保が急がれため、それに伴う形
で新田の開発が進み、全国的にも溜池が多くつくられ
るようになった。
1-2　溜池の築造
　忘れてはいけないのが、溜池は人間が自然と向き合
いながら築造した土木構築物であるということであ
る。『百姓伝記』には溜池や水路の築造、維持管理に
ついて、築造する場所の地質を選ぶことや、堤のつく
り方、水門の管理方法について詳細に書かれている。
　溜池の種類は谷池と皿池の大きく二種類あるとさ
れ、東部丘陵における溜池はほとんどが谷池と考えら
れる。名古屋における谷池は、谷戸か比較的高低差が
ないところでもわずかな微高地を利用しながらすっぽ
りと収まるようにつくられ、そこから湧き出る水を貯
められるように下流側に堰堤を築いた。山間部では溜
池の集中する地域もあり、いくつも縦列してつくられ
た溜池は「上池」「中池」「下池（新池）」と呼ばれる
ことも多い。それらが結果的に当時の人々を楽しませ
る風景となり、『尾張名所図会』にも取り上げられた
ほどである。
たと推測できる。
　このように、溜池が地形や地質などの自然的要素と
深く結びついた存在であり、基層との応答関係によっ
て生まれていたと考えられる。
　溜池の築造に大きく関係したのが名古屋の自然的要
素から成る基層構造である。かつて、名古屋を含む濃
尾平野には伊勢湾北部を中心に東海湖と呼ばれる湖が
広がっていた。この東海湖には周囲の河川により礫、
砂、泥が運搬され、長い年月をかけ東海層群と呼ばれ
る地層をつくりだしている。そのため泥層とその上に
重なった粒の荒い礫層などとの境目が比較的地上近く
に存在し、雨が降るとすぐに谷戸や崖地などから水が
湧き出ていたことが推測される。　　　　
　一方、江戸時代に名古屋にも城下町が計画される
と、当時の尾張藩主徳川義直らによって民の暮らしを
支えるため新田開発に力が注がれ、周辺は農村地域と
して農地の確保が急がれた。東部丘陵地もその役目を
担ったが、この地域は灌漑用の水を確保しようとして
も、河川の位置や降水量が少ないことから農地拡大に
は苦しんだと思われる。
　そこで着目されたのが谷戸から湧き出る水だったの
だろう。自然地形を活用しながら堤を最小限につくる
ように溜池を築造し、水源を確保する手法は東部丘陵
の各地で見られ、溜池が大量につくられることになっ
1-3　名古屋の基層構造
fig.2 『 尾 張 名 所 図 会 』 よ り 猫 ヶ 洞 池
fig.3 東 海 湖 と 地 層 の 関 係 ( 政 府 地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 )
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　そこで溜池の数を把握するためにプロット作業を
行った。1888-98 年にかけての 1/20,000 地形図を溜
池の数が最も多かった江戸時代の現状に近いものとし
て認識し、そこに記載のある池を現代の地図と重ねて
いった。こうして現存、消滅を確認しながら収集した
溜池は、現存が 79 件 (2018 年現在に実在する溜池は
111 件 )、消失が 236 件の合計 315 件となった。
1-4　400 超から 111 へ
fig.4 青 ： 現 存 す る 溜 池 、 赤 ： 消 滅 し た 溜 池 ( 国 土 地 理 院 )
本稿では、溜池が築造された人工物ではあるものの、
農村組織として自然環境と向き合いながら場を切り開
いてつくられた有機体であることに着目し、その周辺
環境一体の空間の変容過程を類型化しながら溜池のつ
くりだした空間が都市組織へ姿を変えながら履歴を蓄
積していることを読み解いていく。
２．環境体類型
　まだ農業が主の仕事として確立されていた時、溜池
は灌漑用の水源として機能しつつ幅広い意味を持ち合
わせていた。集落は仕事としての農地を低地に従え、
その奥にある里山にある植物を経済資源としながら生
活していた。ちょうどその中間にあったのが溜池で、
谷戸から湧き出る水を受け止め、農地へ水路を伝って
水を流すという役割を持った里山と集落をつなぐ存在
でもあった。その規模にもよるが、大きなものは何人
も共同で管理する必要があり、百姓の生活を支える農
業の水の源ととして非常に大切に扱われた共有資源
（コモンズ）であったに違いない。また、村絵図に描
かれている範囲が物語るように、集落のような生活す
る場所と資源を調達する里山を一つの生活単位として
認識していた。それがある種の「環境空間」と言える
のなら、自然との折り合いの中でその特質を読みなが
ら形づくられたコスモロジーであったことが伺える。
　では現代都市にもその考え方を応用することはでき
ないのだろうか。 溜池は 1/4 以上が消滅し、 残され
たとしても縮小され、公園、土木施設化していること
がほとんどである。しかし、その両方に溜池の形状や
伝承が積層された建築や土木が必ず存在し、自然も組
み込まれている。それらの要素を統合的に表す指標と
して「環境体」という言葉を提示した。
2-1　環境体の概念
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fig.5 環 境 空 間 と 環 境 体
　400 超の溜池は多様な都市化を果たし、姿もそれぞ
れであった。所有や時代背景、規模や自然地形によっ
て溜池空間は変化し、次の建築・土木に適応していた。
それらをまず溜池のどの部分が変化したのかのよって
全体を大きく分類し、より建築空間との関係性が強い
D、E、F、G に限って類型化の作業を行った。
2-2　溜池空間の分類
fig.6 溜 池 の 分 類 表
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E 環境としての利用
F 空地の立体利用
G 土手部分の活用
H 平面的な一体性の継続
I 外形状の残存
J 痕跡が皆無
A 周辺環境に取り込まれる
B 単体を原型として保護、放置
C 部分変容
D 新しい構築物と一体化
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　膨大な数の溜池を調査していくと、空間の変容の仕
方が二次空間の解釈で終わってしまうのものと、三次
元空間との呼応が感じられる 2 種類があることがわ
かってきた。その中でも土木、建築空間と三次元で関
係性をもつ 2-2 で分類した D、E、F、G を独特なネー
ミングと共に類型化する作業を行った。
2-3　環境体の類型化
fig.7 5 つ の 環 境 体 類 型
F 空地の立体利用
G 土手部分の活用
E 環境としての利用
D 新しい構築物と一体化
土木ハイブリッド型
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ひとり占め庭園型
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土手アプローチ型
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　土木空間としての調整池となった溜池の上部に、人
工地盤によってグラウンドが覆いかぶされ、両者がハ
イブリッドしている類型である。
　かつては自由ヶ丘池と呼ばれた溜池だったが、周辺
地域の浸水被害を防ぐため、雨水を一時的に貯留（貯
留量 10,000㎥） する池として 1979（昭和 54） 年に
完成している。 一方、 上部のグラウンドは池の北側
に校舎を構える自由ヶ丘小学校の運動場であり、 調
整池を含むこの施設は小学校の歴史と深く結びつい
ている。小学校のある千種区は 1921（大正 10）年に
名古屋市へ組み込まれるが、 低地からの都市化の波
が到達したのが昭和 30 年代初期頃であり、その流れ
で 1960（昭和 35）年に自由ヶ丘小学校も設立されて
いる。自由ヶ丘池もおそらく同年代に埋め立てられた
が、そのすぐ北に湿地としてわずかに自然が残ってい
ることが航空写真でも確認できる。その後 1968（昭
和 43）年にその湿地の一部を整地することで南運動
場を設置し、1979（昭和 54）年には調整池の完成を
意味する南運動場の拡張がなされた。
　つまり、溜池の残した湿地の面前につくった運動場
を広げたいという都市要素拡大の要望に対し、水を完
全に干して再び整地するのではなく、両者を並存させ
る判断がなされたことになる。拡大に時間差が生じた
ことで、時代背景も移り変わり、判断に変則が生まれ
始めたことがわかる。
　残された水辺は人工的な土木空間だが、小学校の運
動場が並存している様は、池と活動の交わり方の一つ
を示唆している。
「土木ハイブリッド型」
fig.8 ( 左 上 ) 航 空 写 真 (Apple マ ッ プ )
fig.9 ( 左 中 ) 溜 池 、 地 形 、 集 落 の 関 係 ( 国 土 地 理 院 ) 
fig.10 ( 左 下 ) 溜 池 消 滅 の 過 程 ( 国 土 地 理 院 )
fig.11 ( 右 ) 溜 池 空 間 と 建 築 の 時 間 的 変 化 の ダ イ ア グ ラ ム
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　溜池跡地がそのままの規模でゴルフ練習場になり、
巨大な VOID 空間が転用後のプログラムの求める空間
の要求をすべて満たしてしまっている類型である。
　枯渇させたことで出来上がった空間にできるだけ手
「VOID 空間フィット型」
を加えないで全体を一体的に利用し、上部をネットで
覆うことによってゴルフ練習場としての設えを整えて
しまっている。溜池にあった水がつくりだした自然な
窪地地形がそのまま次の建築へ転用されているものは
特に珍しい。先のすぼまった北側に施設を建て、末広
がりの南側に向かってボールを放つようになっている
所も、溜池の形状から導かれた合理的な計画であると
言える。この施設のある天白区は 1955（昭和 30）年
に名古屋市へ組み込まれ、都市化の波が少し緩やかに
なってきてから開発が始まった地区なので、全面が住
宅地になることがなかった。したがってこのような娯
楽施設がつくられる余裕が生まれたのだろう。
　農業のための溜池が周辺住民の環境空間をつくって
いたとしたら、ゴルフという娯楽によってまた別の形
で住民の環境空間を保っているとも言える。賞賛すべ
きは、初期投資としての大規模な掘削や地盤整備をす
ることなく施設としてスタートさせることを考えた運
営者の知恵ではないだろうか。
東山丘陵の山間の
小さな窪地
東側だけ住宅群
自然な斜面形状と高低差が
ゴルフボールを底へ集め
やすくさせている
地盤を整えずそのまま
巨大ボイドとしての
転用を考えた
ネットで周囲を囲う
だけでゴルフ練習場
として完成
南へ出水していた
fig.12 ( 左 上 ) 航 空 写 真 (Apple マ ッ プ )
fig.13 ( 左 中 ) 溜 池 、 地 形 、 集 落 の 関 係 ( 国 土 地 理 院 ) 
fig.14 ( 左 下 ) 溜 池 消 滅 の 過 程 ( 国 土 地 理 院 )
fig.15 ( 右 ) 溜 池 空 間 と 建 築 の 時 間 的 変 化 の ダ イ ア グ ラ ム
　溜池の外形が曲がりくねった道として現在でも確認
でき、その道沿いの高い土地に連続して母屋を建てて
いる。住宅ならばまず南側に庭をとり、柔らかな日差
しを室内へ取り込むというような手法を考えるが、そ
の考えに溜池のつくりだした高低差がうまくあてはめ
られている。溜池の底へ向かう方向に斜面が低く続く
はずだが、そこを石垣でかさ上げし、上を大きな庭と
している。母屋から連続した庭を獲得する一方で、下
の道からは庭に植えられた植物が目隠しとなり、通行
人の視線を遮っている。溜池の形状が住宅のプロトタ
イプの要求と重なり合い、プライベート性を高める庭
によって住人の生活を豊かにしている。
　平坦な都市と思われる名古屋の中心地区でも、局所
的に現れる立体的な風景があり、それが農村組織と深
く絡み合って生まれているとも言えるだろう。
「ひとり占め庭園型」
　溜池のあった時期との深い結びつきを感じるような
贅沢に開放された平面を持つ豪邸である。
　かつてここには荒池と呼ばれた溜池が存在し、東側
の土地が高く、その一部に直角な土手を持っていたこ
とがこの建築に深い結びつきを与えた。 この地域は
1921（大正 10）年に名古屋市へ組み込まれ、巨大都
市へ成長するための準備として住宅地の確保が急がれ
ていた背景がある。その中の一つとしてこの住宅があ
り、住人の I ご家族にお話を聞いたところ、築年数は
90 を超え、おおよそ大正末期から昭和初期に住み始
めたということがわかった。そこでこの地域の耕地整
理組合の出した「愛知県愛知郡東郊耕地整理全図」を
見た所、1916（大正 5）年 12 月に出された整理前の
図には荒池が記載されており、整理後の 1927（昭和
2）年 4 月の図を見ると、荒池は消え、土地の区画割
りがなされていた。
　しかし、ご家族のご好意により母屋へ上らせてもら
うと、四つの八畳間を囲うように廊下が回される平面
計画になっていた。この設計手法と、建売を購入なさ
れたという情報から、この建築は荒池のある段階です
でに設計が進んでいたのではいかと推測できる。直角
な土手によって西と南の面前に開放的な池が広がり、
もっと西には低地が続き湿地だったため熱田神宮の方
角に視界が開けていたという。このような条件から、
できるだけ風景を取り込むように開放的な設計がなさ
れたのではないだろうか。しかし、竣工の時にはすで
に溜池が埋められ住宅地と化してしまったため、設計
趣旨と現実が乖離してしまったことが推測できる。
　現在は西側の廊下は取り壊し、西日を遮るための壁
を建てていたが、素晴らしいご家族によって見事に住
みこなされ、増改築を繰り返しながら母屋と二つの離
れに暮らし続けられている。
「贅沢開放型」
fig.16 ( 左 ) 航 空 写 真 (Apple マ ッ プ )
fig.17 ( 右 上 ) 溜 池 、 地 形 、 集 落 の 関 係 ( 国 土 地 理 院 ) 
fig.18 ( 右 下 ) 溜 池 消 滅 の 過 程 ( 名 古 屋 市 市 政 資 料 館 )
fig.19 ( 右 ) 溜 池 空 間 と 建 築 の 時 間 的 変 化 の ダ イ ア グ ラ ム
fig.20 ( 左 ) 航 空 写 真 (Apple マ ッ プ )
fig.21 ( 右 上 ) 溜 池 、 地 形 、 集 落 の 関 係 ( 国 土 地 理 院 ) 
fig.22 ( 右 下 ) 溜 池 消 滅 の 過 程 ( 名 古 屋 市 市 政 資 料 館 )
fig.23 ( 右 ) 溜 池 空 間 と 建 築 の 時 間 的 変 化 の ダ イ ア グ ラ ム
荒池
西日が室内に入ってくるのを
改善するために西側の廊下を
潰し壁を立てる
耕地整理によって
埋め立てられ住宅地に
八畳間が四つと
それを囲むような廊下
角地が溜池の形状のまま
石垣になっている
西・南が溜池に向かって
開けた角地
西へ低地が続く
新池
外形の曲線が道と
敷地によって残る
下の道からは植えられた
植栽で室内が見えない
石垣でかさ上げする
溜池の北側斜面
西へ低地が続く
溜池の底を横断する
ように道が通される
南へ開けた庭を獲得しつつ
他者の視線が気にならない
地続きのアクセス
　名古屋全域の溜池空間を調査した結果、「なごや東
山の森」として大自然が広範囲で残されながらも、丘
陵地に展開された人気住宅地がすぐ裏に存在している
地域を発見した。都市化の臨界点を示すような、現代
生活と動植物が混在並存している。それらの中間地点
に存在するのが溜池であった。現存・消滅の両者が確
認でき、それぞれスケールも異なる。現代に失われた
自然との共生を考え直すケーススタディとして、溜池
と建築の新しい関係性に挑戦する。
　計画対象地域には、現在にも広く緑が残され、風致
地区にも指定されている東山丘陵の北部を取り上げ
た。かつては末森村という集落の一部へ含まれる里山
であった。溜池を含む自然環境と当時の住空間は一体
となっており、そのミクロコスモスが村絵図として表
されている。広域の中で農業のための灌漑設備として
溜池も管理され、百姓の共有資源 ( コモンズ ) として
集落で認識されていたに違いない。
　末森村の中でも一際大きな溜池が猫ヶ洞池であり、
1664（寛文 4）年に上池（55,350 坪）その二年後に
下池（15,660 坪）が開削されている。東部丘陵は河
川から用水路を引くことが難しかったため、当時はそ
の規模から他 10 ヶ所村を灌漑していた。猫ヶ洞池の
他にも、新池が 1702（元禄 10）年に開削されるなど、
この一帯は尾張藩の直轄造成事業として新田頭の兼松
源蔵らによって整備されていった。
　集落のつくりだしたミクロコスモスがある種の環境
空間だとすれば、それが現代にも土木や住民の生活圏
としての意識として残っている。かつて溜池をつくり
に自然に立ち向かったように、別の形でさらに強く結
び付けられる振る舞いが存在しても良いのではないだ
ろうか。
３．対象地域
3-1　東山丘陵の集落と環境空間
江戸寛政期（1789～1801年）
fig.24 末 森 村 絵 図 ( 愛 知 県 図 書 館 )
fig.26 自 然 と 住 宅 地 の 変 遷 に 伴 う 溜 池 の 変 化
fig.25 ( 右 ) 現 在 の 東 山 東 部 丘 陵 (Apple マ ッ プ ) 
現在
猫ヶ洞池 上池 → 縮小
猫ヶ洞池 下池 → 埋立
奥村池 → 現存
大坂池 → 埋立 → 少し東に再生
東山新池（七ツ釜池） → 縮小
自然
住宅地
A
B
C
E
D
名古屋は昭和 30 年代まで市域拡大を続けるが、それ
に伴いこの地域は文教施設がいくつも建設された。江
戸時代に鷹狩をする場所として馴染まれ、のちに処刑
場まであったということから「生と死」のイメージを
持たれていたことが影響してか、田淵寿郎らによる戦
後名古屋の大都市計画によって名古屋中心部のお寺か
ら墓地が引っ越しされたことが大きな出来事である。
他にも学校や病院、動物園も引っ越しされ、現在の「な
ごやの森」は名古屋オリンピックの候補地にもなって
いた。その合間を縫うように住宅が混在し、丘陵地を
優雅に使いこなす豪邸が立ち並ぶ場所もある。
　都市化の流れに負けず、自然が留まったその臨界点
が計画対象地域になる。それを最も分かりやすく理解
できるのが猫ヶ洞池であり、上池が残されたにも関わ
らず、下池は戦後すぐに埋め立てられている。しかし、
自然と住宅地の境界のような場所になったことで、散
　「なごや東山の森づくりの会」の成果もあり、現在
平和公園やなごやの森には溜池が再生されたり、新た
につくられたりしているが、今回は江戸時代以前から
大きなコンテクストを継承する 5 つの溜池を対象と
する。現存する猫ヶ洞池上池、奥村池、東山新池と消
滅した猫ヶ洞池下池、大坂池はそれぞれが規模も周辺
状況も異なる。
　「猫ヶ洞池下池」は広大な溜池だったため、埋め立
てられた後土地が細分化され、100㎡前後の住宅が粒
状に並ぶ木造密集地区となった。しかし溜池だったこ
とを感じるようなスリバチ地形が残り、周辺部に立つ
と溜池の底だったところまでの見通しが良い。また土
手であったところが擁壁化し、 その段差を解消して
動線にしている階段がいくつも見られた。「猫ヶ洞池
上池」は現在も気持ちの良い伸びやかな風景保ってい
る。 周縁の道は平和公園一万歩コースにもなってお
り、散歩やランニングをする老若男女が絶えない。休
日は釣りをしにくるおじさんで賑わっており、石の階
段が座り心地の良い 400mm 程度で段々になっている
ため、皆水面の際まで身を乗り出して座って釣りを楽
しんでいる。「奥村池」は現在ハンノキ湿地と呼ばれ、
本当に名古屋の都市部にいるのかと疑いたくなるほど
の原生林であり、崖は野鳥が巣を作るため自然な形状
のまま保護されている。静かな湿地の水面に野鳥が一
羽止まっているという幻想的な光景が垣間見られる。
「大坂池」は地下鉄開削によって出た土砂の受け皿に
なってしまったが、溜池だった場所が逆に盛り上がっ
た状態で痕跡として残り、他にはあまり見られない逆
転の形が出来上がっている。「東山新池」は現在でも
水が湧き、自然的要素を残す一方で名古屋の大動脈に
接し、半分都市的な顔を持つ。斜面は舗装されいない
丘の部分もあるが、フェンスで囲われているため使わ
れていない。
3-2　都市化と臨界点
3-3　溜池空間と残された形
歩やマラソンを楽しむ人など、生活圏内に大きな公園
がある豊かさを感じる人々が集まってくる場所となっ
た。
　大坂池の跡地にある「里山の家」は、東山丘陵に残
された自然を保護していこうと活動を続ける NPO 法
人「なごや東山の森づくりの会」が拠点として使って
いる建物である。本計画はその活動の延長でもある。
街道
自然
主要道路
住宅地
自然
地下鉄東山線
住宅地
fig.27 溜 池 に よ っ て 生 ま れ た 形
fig.28 5 つ の 溜 池 の 現 状
fig.29 三 段 階 の 計 画
現存
消滅 都市開発残土による盛り土
寝転がりたいゆるやかな丘
求心性のあるスリバチ
駆け下りたくなる自然な堤 座り心地のいい石段
近道の階段が足された擁壁
ADA
CB,E
A,D
B,C,E B
ここまで見てきたように溜池はその多くが消滅し、現
存したとしても灌漑設備としての機能を失ったことで
公園や土木施設と化して、都市の中に取り残されてい
る。表面的な利用はあっても、溜池の持つエネルギー
には答えきれていないように感じる。 そこで建築に
よって溜池を再び都市生活の舞台とすることを考え
た時、3 つのテーマを掲げることにした。1. 残された
溜池に活動の場を与える建築はどう建つべきなのか。
2. 失った溜池を復活させようとした時、 どう建築が
介在できるのか。3. 個の溜池への提案を、どう全体性
へ昇華させるのか。 これら 3 つのテーマを建築のコ
ンセプトとしながら、溜池を通して自然との共生につ
いて再考する提案を行う。
４．提案
A 猫ヶ洞池 下池 B 猫ヶ洞池 上池
C 奥村池 D大坂池(東側 )
D大坂池(西側) E 東山新池
　かつては里山にある動植物が貴重な生活・商売の資
源であり、水を蓄積する溜池は里山と一対であった。
すなわち溜池は農業のために考えられた都市設備では
　抽出した時間のスケールに適応するような溜池を選
び出し、三段階の計画とともに少しずつ人と溜池を建
築によって近づけていく。計画Ⅰで限られた専門家や
研究者のため、今でも湧水によって水面が保たれるハ
ンノキ湿地に溜池にまつわる生態系の根源を調査する
ための観測所を提案する。計画Ⅱでは観測所と連携の
取れるような「環境体センター」と名付けた管理棟を
つくり、「なごや森づくりの会」として活動する NPO
法人の方々の拠点しながら名古屋市全域の溜池の管
理、活用を計画する場とする。資金や管理責任には名
古屋市が援助を行う。計画Ⅲでは、残された大きな溜
池に活動の場を与え、地域の小学生や住民に学習、交
流を促すような場を増やしていく。 そのケーススタ
ディとして異なる 2 種類の建築を提案する。
　溜池に対する態度として、 建築を介在させること
でより自然環境が良くならなくてはならないと考え
た。そこで、通常溜池に対して設えられる道具や土木
を発展させ、空間化することで建築としての機能を満
たしつつ、溜池と動植物が自然に混在していくことを
狙う。建築自体が溜池の一部と化しながら、人が溜池
に近づきやすい自然との共生を感じるような居場所と
なっていく。
あったが、その趣旨とは別に、多様な要素の歯車の中
核を担っていることに気がついた。それらの中でも現
代との連続性が垣間見られるのが「生物」、「管理」、「娯
楽」、「風景」、「伝承」の 5 種である。
これらはそれぞれに成立する時間のスケールが存在
し、お互いが干渉し合うことで意味を強めている。溜
池の存在価値を再考するには、これらの時間のスケー
ルにあった建築を提案し、順に影響し合うような仕組
みが必要であると考えた。
4-1　溜池の多様性と時間
4-2　場所と時間をつなぐ建築
4-3　溜池言語の建築化
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fig.29 三 段 階 の 計 画
　４つの建築によって、積極的に溜池へ活動を混在さ
せていく。計画Ⅰは緊張感のある湿地で水面や土手が
自然のままのため、局所的に佇む秘密基地のような建
築を観測所として機能させる。計画Ⅱは失った溜池を
できるだけ当時の形のまま復活させ、そのための土木
と図書や交流、休憩所としての空間が絡み合う。計画
Ⅲは大きな溜池の水面に向かって歩いていけるような
場所をつくり、学習や釣りが行えるようにした。
　かつて農業のために築造され、仕事と密接に結びつ
いた資源だった溜池を都市のユニークな履歴ととら
え、その更新の姿を提案した。農業や里山からの資源
調達といった生業は無くなったものの、溜池にはその
地域を知るきっかけが詰まっている。村絵図で描かれ
たミクロコスモスも現代の住民の生活環境と重なり、
「この池には昔こんなのがあった」、「あの池に泳ぎに
行った」という思い出を持つ人々も見受けられた。都
市はそうやって次の世代へ受け継がれ、ものと記憶が
積層されることで豊かな居場所が増えて行くと考え
る。溜池はその大きな指標となり、建築が介在するこ
とで意味も深まる。都市化で見失いかけた歴史の積層
が生み出す日常生活の豊かさと、そこに必ず密接に関
わる自然との共生の仕方こそ、これからの社会に求め
られる思想となり得るだろう。
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